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研究の概要 
 本研究では，「大型実験プロジェクトと中小型実験プロジェクトの有機的連携」と「既存実験

施設を活用した効率的な防災技術向上策の開発」の２つの課題を対象とした耐震実験研究の再 

構築を目的とし，土木構造の動的挙動の把握のための研究を実施する． 
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１．研究開始当初の背景 ４．これまでの成果 
 構造物の耐震設計の背景となる，動的応答
特性の基礎データは，まず実験的手法により
求められることになるが，静的実験に比べて
動的実験は装置や試験体の制約が多く，定量
的評価するための十分な数のデータが得ら
れているとは言えないのが現状である．ただ
し，土木構造分野においても従来実施されて
いた静的実験を中心とする体系から，動的挙
動・応答を再現しようとする高度な実験体系
へと展開してきており，世界最大の振動台 E-
ディフェンスが稼働を始めたこと，また地理
的分散実験が現実的な実験的手法の選択肢
となりつつある現在，改めて土木構造の動的
挙動を知るための実験的研究を再構築する
時期に来ていると考える． 

①構造物の動的応答特性の定量的評価 
 構造物動的応答特性には不確定性が存在
する．従来では材料強度特性のばらつきを用
いた数値解析により，応答の不確定性が間接
的に評価されてきたが，本テーマでは，代表
的な構造物としてＲＣ橋脚を対象とし，応答
の不確定性を評価しうるデータを計測する
ため，縮小ＲＣ橋脚模型 16 体の一斉加振実
験を中心とした一連の研究を実施した． 
 一般に振動台の制御は，試験体の応答によ
る相互作用の影響を受ける．その制御は試験
体が非線形挙動を示すほど困難となるため，
複数回の振動台実験による比較研究は困難
となる．そこで本研究では，同一設計，同時
製作の 16 体の試験体を，世界最大三次元震
動台 E-ディフェンスの１つのテーブル(20×
15ｍ)上に設置し，一斉加振することにより，
同一動的入力を保証した動的応答特性の基

 
２．研究の目的 
 本研究は，既存実験施設を有機的に連携し，
「構造物全体の崩壊過程を見極める」，「崩壊
過程の動的挙動予測精度を上げる」防災技術
向上策を構築することを目的としている．  
 
３．研究の方法 
 本研究では，大きく分けて①構造物の動的
応答特性の定量的評価，②共通構造システム
の動的応答特性の把握，③構造物の内部破壊
挙動の把握，の３つのテーマについて研究を
行う． 
 
 



的載荷実験にも関わらず遠心場振動台実験
果と同等の結果を得ることができた． 

構造物の内部破壊挙動の把握 

結果とほぼ一致する
とを確認した． 

技術向上策につ
て研究を進めていく． 

礎データの収集を行った．比較研究の前提条
件である動的入力の同一性を担保しつつ，線
形応答から非線形応答に至る地震応答特性
の不確定性を評価しうるデータを得ること
ができた． 

結
 
③
 
 ＲＣ構造のような複合材料の破壊は，骨材
とセメントとの界面や内部欠陥（気泡）など
から発生すると考えられる．本テーマでは，
構造物の内部破壊状況を可視化し，また内部
構成情報を抽出することによりミクロモデ
ルの作成，解析を可能とすることを目的とし，
一軸圧縮試験後のコンクリート試験体をＸ
線ＣＴ装置により撮影し，その骨材を数値処
理により抽出することを試みた．その結果を
試験体作成前に実施したふるい分け試験結
果と比較し，複数の断面画像から得られる骨
材分布の平均線が実験

 大きく非線形応答した実験（100% Input）
において，耐震設計指標である変位応答の最
大値および残留変位に着目すると，最大応答
値および残留変位の変動係数がそれぞれ
3.8％，13.7％であった．入力地震の変動係
数 2.5％，構造物ばらつきの目安である固有
周期の変動係数 4.8％であること，また非線
形動的応答結果であることを考えると，最大
応答変位のばらつきは極めて小さいものと
いえる．一方，残留変位の変動係数が最大応
答値の約 4倍程度の値であることは，残留変
位を用いた検討における不確定性の議論の
基礎データとなる． こ

 
５．今後の計画 
 共通構造システムの動的応答評価につい
て，大型振動台を用いたシステム一体大型模
型の震動実験，大型遠心力載荷装置を用いた
システム一体小型模型の震動実験，及び遠心
力載荷装置を用いた基礎・地盤の超小型模型
と上部構造中型模型による分散マルチスケ
ールハイブリッド実験を実施し，既存実験施
設の有機的連携による防災
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